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三
浦
富
士
に
つ
い
て 

― 

―
自
然
の
働
き
に 

神
を
見
い
出
し
た
日
本
人
― 

神
道
と
は
、
端
的
に 

い
え
ば
神
社
を
中
心
と 

し
た
日
本
の
神
々
へ
の 

信
仰
の
こ
と
で
す
。
古 

来
、
日
本
人
は
衣
食
住 

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
自
然
か

ら
授
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
台

風
や
長
雨
、
日
照
り
、
雷
、
地
震
、
津
波
と

い
っ
た
自
然
現
象
に
恐
れ
を
抱
く
な
か
で
、

日
本
人
は
自
然
の
働
き
の
な
か
に
神
の
姿

を
見
出
し
ま
し
た
。
神
々
を
ま
つ
る
神
社
の

多
く
が
、
自
然
豊
か
な
地
に
建
て
ら
れ
て
い

る
の
は
、
日
本
人
が
古
来
、
自
然
の
中
に
神

を
感
じ
、
自
然
と
の
調
和
を
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
や
が
て
六
世
紀
に
仏

教
が
伝
来
し
て
初
め
て
外
来
宗
教
に
接
し

た
日
本
人
は
、
固
有
の
伝
統
宗
教
を
神
道
、

す
な
わ
ち
神
の
道
と
認
識
し
た
の
で
す
。 
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５月１日 即位の日 
皇位継承などの皇室に関する 

事柄は、昭和 22 年（1947 年） 

に制定された「皇室典範」に 

定められています。しかし、 

皇室典範には天皇の「退位」 

については定められていませ 

ん。そこで、天皇陛下の御退 

位と皇太子殿下の御即位を実現するための法律が平成 29

年 6 月に制定され、天皇陛下が今年 4 月 30 日限りで御退

位され、皇太子殿下が直ちに御即位されることとなりまし

た。御退位の日には、国事行為である国の儀式として「退

位礼正殿の儀（たいいれいせいでんのぎ）」が、御即位の日には「剣

璽等承継の儀（けんじとうしょうけいのぎ）」などが行われます。

そして、今年 10 月 22 日には、天皇陛下の御即位を公に宣

明される「即位礼正殿の儀（そくいれいせいでんのぎ）」などが行

われます。今回のように天皇陛下の御退位と皇太子殿下の

御即位が同時に行われるのは約 200 年ぶりのことであり、

憲政史上初めてのことです。国民こぞって御即位に祝意を

示すため、「天皇の即位の日及び即位礼正殿の儀の行われる

日を休日とする法律」が制定され、今年 5 月 1 日の「天皇

の即位の日」、同年 10 月 22 日の「即位礼正殿の儀の行わ

れる日」が、今年限定の「国民の祝日」に定められました。
（参考 政府ホームページより） 

本日はよくお参り下さいました 

令和元年となりました。皆さまどのようなお気持

ちで、時代が移り変わる瞬間を迎えられましたで

しょうか。平成最後の日は、 

朝から晩まで、御朱印を求め 

にいらっしゃる方があとをた 

ちませんでした。「また明日来 

ます！」と言葉を残して帰ら 

れた方もいらっしゃいました。 

御朱印は、リアルタイムに 

時の経過を感じられますし、 

毛筆・神社の印という日本文 

化が詰まったものであり、また活字にはない温も

りがあります。そういった要素が、日本人だけで

なく、外国の方の心も、引きつけているのかもし

れません。上皇さまが祈り続けてこられたように、

我々国民も、令和が良い時代になるよう、祈りつ

つ過ごしてゆきたいものですね。権禰宜 道子 

今
月
の
言
葉 

『
使
わ
ね
ば
へ
り
て 

使
え
ば
ふ
え
る
物
は 

智
と
力
な
り
』 

海
保
青
陵
「
経
済
談
」
よ
り 

 

物
は
使
え
ば
消
耗
す
る
。
し
か
し
人

間
の
知
恵
と
力
は
逆
で
あ
る
。
使
わ
な

け
れ
ば
少
な
く
な
り
、
使
え
ば
使
う
ほ

ど
増
え
る
の
だ
。
日
々
の
勉
強
、
訓
練
、

経
験
の
積
み
重
ね
は
、
頭
と
体
を
鍛
え

る
。
使
い
続
け
て
こ
そ
、
知
識
は
知
恵

と
な
り
、
体
は
考
え
る
よ
り
早
く
動

く
。
能
力
が
劣
っ
て
い
る
と
嘆
く
も
の

も
、
使
い
続
け
て
い
く
こ
と
で
誰
で
も

知
恵
と
体
力
は
増
え
て
い
く
。
使
っ
た

分
だ
け
得
を
す
る
。
頭
と
体
は
使
っ
た

ほ
う
が
得
だ
。
恐
ろ
し
い
の
は
使
わ
な

け
れ
ば
減
っ
て
い
く
一
方
だ
と
い
う

こ
と
だ
。 

海
保
青
陵
（
一
七
五
五-

一
八
一
七
）
経
済
思
想
家
。

朱
子
学
な
ど
の
教
養
を
踏
ま
え
、
日
本
の
伝
統
に
た
つ

経
済
論
を
展
開
。 
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